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TV用ディスプレイ市場動向 公開
Ⅰ．事業の位置付け・必要性について

高度情報ネ トワ ク社会の中枢デバイス

4.１ プロジェクトの全体概要（ＮＥＤＯ側）

〔４０型以上のサイズ〕〔全てのサイズ〕

フラットパネルディスプレイ 高度情報ネットワーク社会の中枢デバイス
日本のディスプレイ産業の大きな柱
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2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012

PDP 9.5 10.6 12.4 14.7 16.2 17.4 18.3
LCD 7.9 21.9 33.9 46.4 55.2 65.6 73.7

0

5 プラズマ

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

CRT TV 100.9 85.2 70.0 56.6 47.3 40.2 32.7 26.0 19.2 

LCD TV 92.3 120.2 146.8 166.6 187.5 198.0 209.7 221.7 233.9 

0

20
プラズマ

市場の拡大続く 大型化が進展
OLED TV 0.0 0.0 0.3 0.9 2.0 3.4 5.2 8.4 11.7 

Plasma TV 11.3 14.7 16.3 17.3 18.1 18.7 19.3 19.9 20.6 

Rear Projection TV 1.4 0.3 0.1 0.0 The 15th DisplaySearch Japan Forum (July 30-31, 2008) -For distribution to the attendees only. Content remains the property of DisplaySearch-

３／１５

市場の拡大続く 大型化が進展

事業原簿 公開版 Ⅰ．－７

事業の背景 公開
Ⅰ．事業の位置付け・必要性について

家庭でのエネルギー消費の増加

4.１ プロジェクトの全体概要（ＮＥＤＯ側）

食器洗浄
乾燥機個人消費 231.1

家庭でのエネルギー消費の増加

衣類
乾燥機

3%

乾燥機
2% その他

20% エアコン
25%

個人消費

家庭用エネルギー消費

160 4

231.1

216.2

温水洗浄
便座
4%

3%

冷蔵庫
16%

テレビ
10%

世帯数

160.4

電気
カーペット

4%

照明器具
16%

10%

家庭分野のエネルギー消費の内容

家庭でのエネルギー消費は年々増加

家庭分野のエネルギー消費の内容
（資源エネルギー庁「平成16年度電力需給の概要」）個人、家庭におけるエネルギー消費の変遷

(1973年度=100) *
ディスプレイは10%を占める

抜本的ＣＯ２排出抑制、ディスプレイの省エネ技術の開発が必要！

家庭用テレビも年々大型化している

*出典：経済産業省資源エネルギー庁 http://www.enecho.meti.go.jp/topics/hakusho/2009/2.pdf

４／１５事業原簿 公開版 Ⅰ．－３



提案の背景 公開
Ⅰ．事業の位置付け・必要性について

液晶ディスプレイは日本発の技術厳しい国際競争環境

4.１ プロジェクトの全体概要（ＮＥＤＯ側）

液晶ディスプレイは日本発の技術厳しい国際競争環境

100%
LCDの国別生産金額シェア

○韓国

政府による積極的支援

80%

100%

22.4％ 36.4％台湾

○韓国

・臨時投資税額控除
・外国投資促進法による合弁会社優遇

・先進一流国家に向けた李明博政権の

40%

60% 25.2％

34.5％
韓国

○台湾

科学・技術基本計画
・８大相互協力決議

0%

20%
23.8％

46.8％
日本

○台湾

「両兆双星」計画（税制優遇）

ウォン暴落による価格優位性
0%

2003 2004 2005 2006 2007
出典：富士キメラ総研「液晶関連市場の現状と将来展望」2005、2006、2007を元に作成

予想を超えた低価格化：出荷が増えても投資余力が減少

基板の大型化に伴う設備投資の巨額化

個々の企業の研究開発投資だけで対抗していくのが困難な状況
５／１５事業原簿 公開版 Ⅰ．－４

事業の目的 公開
Ⅰ．事業の位置付け・必要性について

4.１ プロジェクトの全体概要（ＮＥＤＯ側）

国際競争力の維持・強化温室効果ガス排出の低減

省エネ技術が重要な競争軸に！省エネ技術が重要な競争軸に！

次世代大型低消費電力
液晶ディスプレイ基盤技術開発

H19~H23

大画面・高精細かつ低消費電力な液晶ディスプレイを

実現するための共通的基盤技術開発の促進

４０型フルHDの液晶モジュールの消費電力をＨ１９年度比で１／２以下にする

６／１５事業原簿 公開版 Ⅰ．－９



経済産業省 研究開発プログラム「ＩＴイノベーションプログラム基本計画」及び

産業技術政策上における位置付け 公開
Ⅰ．事業の位置付け・必要性について

4.１ プロジェクトの全体概要（ＮＥＤＯ側）

第３期科学技術第３期科学技術 ■ 継続的イノベーションを具現化するための科学技術の研究開発基盤の実現
■ 革新的IT技術による産業の持続的な発展の実現

経済産業省 研究開発プログラム「ＩＴイノベ ションプログラム基本計画」及び
「エネルギーイノベーションプログラム基本計画」の1テーマとして実施

産業技術産業技術
政策政策

第 期科学技術第 期科学技術
基本計画基本計画

ITIT新改革戦略新改革戦略

■ 革新的IT技術による産業の持続的な発展の実現
■ すべの国民がITの恩恵を実感できる社会の実現

■いつでも、どこでも、誰でも ＩＴの恩恵を実感できる社会の実現

目的：我が国が目指す高度情報通信ネットワーク社会の構築に向け、情報化の進展に伴うエネルギー消費量の増大等の

ＩＴイノベーションプログラム基本計画実行プログラム１実行プログラム１
目的：我が国が目指す高度情報通信ネットワ ク社会の構築に向け、情報化の進展に伴うエネルギ 消費量の増大等の
課題にも考慮しつつ、その基盤となる情報通信機器・デバイス等の情報通信技術を開発し、実社会への利用を促進すること
によって、ＩＴの利活用の深化・拡大を図り、より豊かな国民生活を実現するとともに、我が国の経済活力の向上を図る。

● Ⅱ．ディスプレイ経済産業省

・
・
・

次世代大型低消費電力ディスプレイ基盤技術開発プロジェクト次世代大型低消費電力ディスプレイ基盤技術開発プロジェクト(LCD/PDP)(LCD/PDP)

目的：エネルギー資源の約８割を海外に依存する我が国にとって、これを効率的に利用すること、即ち「省エネルギー」を

エネルギーイノベーションプログラム基本計画実行プログラム２実行プログラム２
目的：エネルギ 資源の約８割を海外に依存する我が国にとって、これを効率的に利用すること、即ち「省エネルギ 」を
図ることは、エネルギー政策上の重要な課題である。このため、更なる省エネルギー技術の開発・導入を進め、もって我
が国におけるエネルギーの安定供給の確保を図る。また、更なる省エネルギー技術の開発・普及により、二酸化炭素
（CO2）排出削減を図り、もって地球温暖化の抑制に貢献する。

● （８） 情報通信領域

次世代大型低消費電力ディスプレイ基盤次世代大型低消費電力ディスプレイ基盤技術開発プロジェクト技術開発プロジェクト(LCD/PDP)(LCD/PDP)

７／１５事業原簿 公開版 プログラム基本計画

NEDO中期目標における位置付け 公開
Ⅰ．事業の位置付け・必要性について

NEDONEDO 第第22期中期目標期中期目標 ＜情報通信分野＞＜情報通信分野＞

4.１ プロジェクトの全体概要（ＮＥＤＯ側）

NEDO NEDO 第第22期中期目標期中期目標 ＜情報通信分野＞＜情報通信分野＞

■誰もが自由な情報の発信・共有を通じて、個々の能力を創造的かつ最大限に発揮することが可能となる
高度な情報通信（ＩＴ）社会を実現

■我が国経済の牽引役と しての産業発展を促進■我が国経済の牽引役と しての産業発展を促進

①継続的イノベーションを具現化するための科学技術の研究開発基盤の実現
②革新的IT技術による産業の持続的な発展の実現

いつでも、どこでも、誰でもITの恩恵を実感できる社会の実現（IT新改革戦略）ＩＴ戦略本部

総合科学

本プロジェクト

「次世代大型低消費電力②革新的IT技術による産業の持続的な発展の実現
③すべての国民がITの恩恵を実感できる社会の実現

総合科学
技術会議

高度な情報通信（ＩＴ）社会の実現ＮＥＤＯ中期目標

「次世代大型低消費電力
液晶ディスプレイ
基盤技術開発」

電子商取引 遠隔ＸＸ 教育

ＩＰを用いた各種のアプリケーション電子政府、シミュレーション

高信頼性サーバ

いつでも、だれでも、どこでも（ユビキタス）

デジタル情報家電
携帯電話、ＰＤＡ、
Wearable Computer

Application 
Layer 次世代大型低消費電力

プラズマディスプレイ

Ｉ
Ｔ
産
業
の
国

我
が
国
産
業

ユーザビリティ技術

コンピュータ技術 ネットワーク技術ストレージ・メモリ技術

User-friendlyなヒューマン・インターフェース、ディスプレイ、相互運用性、セキュリティ機能の向上

p

Human 
Interface

ラ ィ
基盤技術開発

次世代大型
有機ELディスプレイ国

際
競
争
力
の
強

発
展
の
促
進

コンピュ タ技術 ネットワ ク技術

半導体技術

IT社会の基盤を構成する、

高い可用性、信頼性
基幹系ネットワークの高速大
容量化、高速ワイヤレス通信

ストレ ジ メモリ技術

小型・大容量HD、高速大容量、

低消費電力の不揮発性メモリ

中核

基盤

有機ELディスプレイ
基盤技術の開発

(グリーンITプロジェクト）

強
化半導体デバイスの高集積化、低消費電力化、設計効率化、多品種少量生産、ＰＦＣ対策

基盤

NEDOにおける情報通信分野の取り組み
８／１５事業原簿 公開版 Ⅰ．－２



NEDOプロジェクトとしての必要性

情報通信技術の公共性 民間企業だけ は開発が困難な と 技術的

公開
Ⅰ．事業の位置付け・必要性について

4.１ プロジェクトの全体概要（ＮＥＤＯ側）

情報通信技術の公共性、民間企業だけでは開発が困難なこと、技術的
英知結集の必要性から、NEDOプロジェクトとして取り組むことが必要。

◆ 情報通信技術は、高度情報化社会の実現に不可欠◆ 情報通信技術は、高度情報化社会の実現に不可欠

◆ 個々の民間企業では、技術開発は困難

本プロジェクトは、高度情報化社会の実現に不可欠なディスプレイ技術の高度化が目的。

◆ 個 の民間企業では、技術開発は困難

◆ 産学連携による技術的英知の結集が必要

大型低消費電力液晶ディスプレイの実用化には、多岐に亘る高難度の基板技術開発が必要。
市場原理のみによって大型低消費電力液晶ディスプレイの実用化を図ることは極めて困難。

◆ 産学連携による技術的英知の結集が必要
我が国のディスプレイ分野における技術優位性と産業競争力を確保するには、産学連携
による基礎技術の早期解決が必須。

ＮＥＤＯ技術開発機構が関与すべき事業

「次世代低消費液晶ディスプレイ基盤技術開発」プロジェクト

プロジェクト目標：消費電力をＨ１９年度比で１／２以下に

技術開発機構 関 す 事業

プロジェクト目標：消費電力をＨ１９年度比で１／２以下に
（４０型フルHDの液晶モジュール）

９／１５事業原簿 公開版 Ⅰ．－４

プロジェクト実施の効果（費用対効果） 公開

プ

Ⅰ．事業の位置付け・必要性について

4.１ プロジェクトの全体概要（ＮＥＤＯ側）

次世代大型低消費電力液晶ディスプレイ基盤技術開発

Ｈ１９年度 Ｈ２０年度 Ｈ２１年度 合計

特 会予算 〔百万円〕特別会計 683 720 694 2,097予算 〔百万円〕

経済的付加価値の創造経済的付加価値の創造

本開発は、壁掛けＴＶ等大型液晶ＴＶ、ディジタルサイネージ等公共表示板、博
物館・美術館・医療現場・教育現場等における高精細画像表示板等における大物館 美術館 医療現場 教育現場等における高精細画像表示板等における大
型低消費電力ディスプレイの市場創造･市場拡大に貢献する。

本開発の成果は２０１５年で予測される大型液晶ディスプレイ市場（約２７兆円）
の約４割（１０兆円超）に当たる製品に適用可能。 *９，０００万台×３０万円/台＝２７兆円

高度情報通信ネットワーク社会の実現への貢献高度情報通信ネットワーク社会の実現への貢献

９，０００万台 ３０万円/台 兆円

高度情報通信ネットワーク社会の実現への貢献高度情報通信ネットワーク社会の実現への貢献

１０／１５事業原簿 公開版 Ⅰ．－５



Ⅱ．研究開発マネジメントについて

4.１ プロジェクトの全体概要（ＮＥＤＯ側）

４ １ プロジェクトの概要説明資料（公開）４．１ プロジェクトの概要説明資料（公開）

Ⅰ．事業の位置付け・必要性について

Ⅱ．研究開発マネジメントについて

Ⅲ 研究開発成果についてⅢ．研究開発成果について

Ⅳ．実用化、事業化の見通しについて

１１／１５

プロジェクト目標とその根拠 公開
Ⅱ．研究開発マネージメントについて

目標：消費電力をＨ１９年度比で１／２以下に

4.１ プロジェクトの全体概要（ＮＥＤＯ側）

液晶モジュールの省エネ因子

目標：消費電力をＨ１９年度比で１／２以下に
（４０型フルHDの液晶モジュール）

液晶モジュ ルの省エネ因子

・ パネル透過率向上

・ 駆動技術の最適化
液晶パネル

モジュール

駆動技術の最適化

・発光効率向上

…

これまでの各企業個別の技術開発
・ ランプ/光学フィルムの高効率化
・ 駆動技術の最適化

バックライト ・導光効率向上

…

消費電力の大半は 本プ ジ クト本プロジェクト
・ バックライトのLED化による省電力化
・ 対応した画像表示技術

消費電力の大半は
バックライト！

本プロジェクト
・ 高効率LEDバックライトシステム開発
・ 対応した画像表示技術開発対応した画像表示技術
・ TFTに関連したパネル透過率向上

表 技
・ TFTに関連したパネル透過率向上

LEDバックライトを用いた「人に優しいディスプレイ」の開発優 」
・好画質と環境対策が重要 ・革新的低消費電力技術を盛り込む

１２／１５事業原簿 公開版 Ⅱ．－１



「次世代大型低消費電力液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ基盤技術開発事業 」「次世代大型低消費電力液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ基盤技術開発事業 」

課題解決のポイント
Ⅱ．研究開発マネージメントについて

公開4.１ プロジェクトの全体概要（ＮＥＤＯ側）

①①装置技術およびプロセス技術の開発装置技術およびプロセス技術の開発①①装置技術およびプロセス技術の開発装置技術およびプロセス技術の開発

「次世代大型低消費電力液晶ﾃ ｨｽﾌ ﾚｲ基盤技術開発事業 」「次世代大型低消費電力液晶ﾃ ｨｽﾌ ﾚｲ基盤技術開発事業 」

①装置技術およびプロセス技術の開発
生産能力向上とプロセスエネルギー低減を狙った新規装置技術開発
を行う。また、TFT特性の向上を狙った装置技術開発を行い、ディス
プ 消費 を

①①装置技術 技術 開発装置技術 技術 開発
（パネル技術）（パネル技術）

生産能力向上とプロセスエネルギー低減を狙った新規装置技術開発生産能力向上とプロセスエネルギー低減を狙った新規装置技術開発
を行う またを行う また TFTTFT特性の向上を狙 た装置技術開発を行い ディスプ特性の向上を狙 た装置技術開発を行い ディスプ

①①装置技術 技術 開発装置技術 技術 開発
（パネル技術）（パネル技術）

生産能力向上とプロセスエネルギー低減を狙った新規装置技術開発生産能力向上とプロセスエネルギー低減を狙った新規装置技術開発
を行う またを行う また TFTTFT特性の向上を狙 た装置技術開発を行い ディスプ特性の向上を狙 た装置技術開発を行い ディスププレイの低消費電力化を図る。

×

を行う。また、を行う。また、TFTTFT特性の向上を狙った装置技術開発を行い、ディスプ特性の向上を狙った装置技術開発を行い、ディスプ
レイの低消費電力化を図るレイの低消費電力化を図る。
を行う。また、を行う。また、TFTTFT特性の向上を狙った装置技術開発を行い、ディスプ特性の向上を狙った装置技術開発を行い、ディスプ
レイの低消費電力化を図るレイの低消費電力化を図る。

②②画像表示技術の開発画像表示技術の開発
低消費電力かつ高画質な大型液晶ディスプレイを実現する新規表示低消費電力かつ高画質な大型液晶ディスプレイを実現する新規表示

②②画像表示技術の開発画像表示技術の開発
低消費電力かつ高画質な大型液晶ディスプレイを実現する新規表示低消費電力かつ高画質な大型液晶ディスプレイを実現する新規表示
モードの開発と、高画質化・低消費電力化を最大限に引き出す最適駆モードの開発と、高画質化・低消費電力化を最大限に引き出す最適駆
動システムの開発を行う。動システムの開発を行う。
モードの開発と、高画質化・低消費電力化を最大限に引き出す最適駆モードの開発と、高画質化・低消費電力化を最大限に引き出す最適駆
動システムの開発を行う。動システムの開発を行う。

×
③③高効率部材の開発（システム技術）高効率部材の開発（システム技術）

高効率な高効率なLEDLEDバックライトシステムバックライトシステムの構築を行い、液晶ディスプレイのの構築を行い、液晶ディスプレイの

③③高効率部材の開発（システム技術）高効率部材の開発（システム技術）
高効率な高効率なLEDLEDバックライトシステムバックライトシステムの構築を行い、液晶ディスプレイのの構築を行い、液晶ディスプレイの

×

高効率な高効率なLEDLEDバックライトシステムバックライトシステムの構築を行い、液晶ディスプレイのの構築を行い、液晶ディスプレイの
消費電力の大半を占めるバックライトの低消費電力化を図る。消費電力の大半を占めるバックライトの低消費電力化を図る。
高効率な高効率なLEDLEDバックライトシステムバックライトシステムの構築を行い、液晶ディスプレイのの構築を行い、液晶ディスプレイの
消費電力の大半を占めるバックライトの低消費電力化を図る。消費電力の大半を占めるバックライトの低消費電力化を図る。
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プロジェクトの目標
Ⅱ．研究開発マネージメントについて

公開4.１ プロジェクトの全体概要（ＮＥＤＯ側）

世界に先駆けて「人に優しいディスプレイ」を開発し、
且つ、革新的低消費電力技術を盛り込む

好画質と環境への配慮の両立のため、蛍光灯では無くＬＥＤの採用を急ぐ。
Ａ．パネル技術、 Ｂ．画像表示技術、 Ｃ．システム技術の
３大要素技術に注力して開発することが今最も重要

最終目標①パネル技術

３大要素技術に注力して開発することが今最も重要。

中間目標 最終目標

平成１９年4月

（TFT）
中間目標

平成１９年4月
②画像表示技術

（絵作り）

平成１９年4月

４０型前後

（HDTV対応）の

平成１９年4月

４０型前後

（HDTV対応）の

③システム技術

液晶モジュール比

消費電力５０％

以下

液晶モジュール比

消費電力７０％

の目処を得る（バックライト） 以下の目処を得る

１４／１５事業原簿 公開版 Ⅱ．－３



実施・運営管理体制 公開
Ⅱ．研究開発マネージメントについて

4.１ プロジェクトの全体概要（ＮＥＤＯ側）

事業化運営委員会（適宜開催）
実施者

助成

上位意志決定
経済産業省

事務局 知財委員会（適宜開催）

プロジェクト技術委員会（半期に1回）

NEDO

電子・情報
技術開発部

(1/2) 管理・活用

プロジェクト技術委員会（半期に1回）

パネル技術委員会（四半期に1回）

テ マ別技術委員会（適宜開催）

技術委員会

開発内容に関
する意志決定

① 装置技術および
プロセス技術の開発

② 画像表示技術の開発 ③ 高効率部材の開発

テーマ別技術委員会（適宜開催）する意志決定

シャープ
ソニー

東京エレクトロン
シャープ

日立ディスプレイズ
シャープ

日立ディスプレイズ

プロセス技術の開発

パネルメーカー

芝浦メカトロニクス
ブイ・テクノロジー

東北大学

ソニー

東京工業大学

ソニー

東京大学

装置メーカー

東北大学
静岡大学

成蹊大学
東京大学

東北大学
東京工芸大学
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